
第 61代理事長 退任のご挨拶 

第 61 代理事長 津田 照久 

このたび任期満了に伴い第 61代理事長の職を退任することになりました。  

 

在任中は OB の先輩方をはじめ協賛会員各社様、また、特に現役役員の皆

様方には 本当に厚いご支援を賜り心より深く御礼申し上げます。ありがと

うございました。 

 

昨年、4 月の総会において選出され、栄えある大阪菓業青年クラブの理事

長 として大役を仰せつかりました。特に創立 60 周年ということもあり準

備期間から相当 私なりにクラブ運営に対しての姿勢や周年事業に対し考

え、悩みましたが、悩み考え るうちに時が過ぎ、もっと何かできなかったものかと後悔もございます。  

本年のテーマ「おもいをもって」のもと副理事長をはじめ各室長のみなさん、60 周年プロジェクトチームのみなさん

が本当に頭を使い努力をし頑張ってくれました。 一つ一つの事業が皆さんのおもい描くものとなったことと思います。 

 

さて、この一年を振り返りますと悩みながら、楽しみながらの喜怒哀楽の充実した青年クラブ活動をさせていただきま

した。 

昨年、周年理事長を受ける際、多忙を極めるので今年は他の用事を作らぬようとのアドバイスが多々ございましたが、

私は反対にやる気しか出ず遊びも、人つきあい も目いっぱいし、家業の事業発展ともなった一年でした。この大阪菓

業青年クラブ の理事長職をやることで自分のやるべき事に進むことともなりました。  

この体験を現役会員の方々には知ってもらいたく事業にどんどん参加して いただきたいと思います。  

その中で色々な役割が廻ってきます。是非進んで受けて行って下さい。 どの役割も本当に大切で他では得ることので

きない経験ができ、仲間・親友ができ ること思います。 他にはない、青年クラブのすばらしさです。  

 

最後になりましたが、これからの大阪菓業青年クラブ 100年の発展と会員の皆様の社業のご繁栄を切に願いまして 

私の退任の挨拶に代えさせて頂きます。 大阪菓業青年クラブ第 61代理事長 津田照久  

 


